
 平成23年度当初予算　予算要求シート
-

今年度要求のポイント

行政(各事業所管部署、市民協働
課)、ＮＰＯ、社会福祉協議会、中間支
援団体等の公益団体が参加するプ
ラットホームづくりに向けての連絡調
整

上記プラットホームを構築。
市民協働マッチング実施。
堺版協働提案社会実験事業実施(下
半期)

【経過（～22年度】 【23年度】

上記茶代

協働の仕組みづくり等　(1)

市民協働マッチング　(3)

事業期間 　H　～　H　　

事 業 費

項目

子育てや福祉、環境といった様々な公共分野での行政側・ＮＰＯ側当事者同士が
集まるプラットホームで協働に向けて双方の意思疎通を図るマッチング(市民協
働マッチング)を実施し、行政側・ＮＰＯ側双方が育つ、双方が協力してＰＤＣ
Ａを行う堺版協働提案社会実験事業(23年度下半期から実施予定)に結び付けてい
くとともに、新しい公共の創出に向け協働の枠組みづくりを行う。

22年度予算

平成23年度要求額

26,4040

全体事業費

事 業 名 新しい公共創出事業

主な要求内容 （単位：千円）

市民協働マッチング　(1)

平成22年度予算額

(単位　千円)

協働の仕組みづくり等　(2)

450 意見交換会　3,000円×150名

市民協働マッチング　(4)

平成21年度決算額

250 アドバイザー　

1,530 ワーキング会議　10,200円×30名×5回

アドバイザー　

720 マッチング会議　5,000円×144名

内容・積算等

アドバイザー　

600

23年度要求額

講師(コンサルタント含む)　

市民活動の支援のあり方(2) 1,530

0 26,404

20,000

堺版協働提案社会実験事業実施
市民協働マッチング継続実施

【今後（～24年度】

その他　特記事項

500万円(1事業)×4事業

スケジュール（経過及び今後展開）

堺版協働提案社会実験事業

合計

 事業内容①
　○行政側・ＮＰＯ側の情報交換、意見交換、意思疎通のた
　　めの勉強会や研修会
　○当事者双方の具体の協働に際しての課題や問題等の抽出
　○協働具現化プラン、仕組みづくり、活動実態基準づくりの検討
　○協働提案社会実験事業企画案づくり　など
 
　講師(コンサルタント含む)派遣
　アドバイザー派遣
　マッチング、ワーキング会議など
 
 事業内容②
  上記の協働提案社会実験事業企画案の内、早期実施可能な事業を
　下半期から実施する。

ワーキング会議　10,200円×30名×5回

市民活動の支援のあり方(1)

74 茶代　120円×615本

400 講師(コンサルタント含む)　協働の仕組み及び市民活動支援

250

006

事業内容

関連事業

整理番号 07

行政(各事業所管部署、市民協働課)、及びＮＰＯ、社会福祉協議会、中間支援団体等の公
益団体が参加し集い相乗効果を生み出すプラットホームを構築し、自らのまちを自ら創る
協働の実現、自治を支える「工房」として「新しい公共」の形成を図り、堺市マスタープ
ラン骨子(案)で掲げる、人と人とのつながりが織りなす「協創」社会※の実現につなげる
※「協創」社会…市民・企業・行政等の協働を基礎として、自らのまちを自らが創る社会

事業目的

市民人権局・市民協働課局・課名／　　

600市民協働マッチング　(2)

12月27日 修正


